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はじめに 

 

１ 計画見直しの趣旨 

○ がんは、本県において昭和５２（1977）年から死因の第１位であり、人口動

態統計によれば、平成２８（2016）年では年間 15,531 人の県民が、がんで亡

くなっています。 

   また、国立がん研究センターの推計によれば、生涯のうちにがんにかかる確

率は、男性女性ともに２人に１人とされています。 

 

○ 本県では、平成２０（2008）年度以降、第１期福岡県がん対策推進計画（平

成 20年度～平成 24年度）（以下「計画」という。）、第２期計画（平成 25年度

～平成 29年度）を策定し、がん対策を総合的・計画的に推進してきました。 

  この結果、がん診療連携拠点病院の整備、緩和ケア提供体制の強化、働く世

代のがん患者支援の充実など一定の成果が得られましたが、がん検診受診率の

目標値が達成できなかったこと等により、第１期計画からの１０年間の全体目

標である「がんの年齢調整死亡率（75歳未満）の２０％減少」について、達成

が困難となりました。 

 

 ○ 国においては、平成 18年 6月の「がん対策基本法」（平成１８年法律第９８

号。以下「基本法」という。）の制定、第１期（平成 19年度～24年度）「がん

対策推進基本計画（以下「基本計画」という。）」、第２期（平成 24年度～29年

度）基本計画の策定、平成 27年 12月の「がん対策加速化プラン」の策定を通

じて、がん対策の充実が図られてきました。 

   平成 28年 12月には、がん患者（がん患者であった者を含む。）が、その状

況に応じて、就労、教育など必要な支援を総合的に受けられるようにすること

が重要との考え方から、基本法が一部改正され、平成 29年 10月に、第３期の

がん対策の推進に関する基本計画が明らかにされております。 

 

○ 本計画は、こうした国の動き、本県のがんの現状や前計画の達成状況を踏ま

え、計画の見直しを行い、平成 30 年度から６か年のがん対策の推進に関する

基本的な方針を明らかにするものです。 

 

２ 計画の位置づけ 

 ○ 本計画は基本法第１２条に基づく都道府県がん対策推進計画であり、本県の

がん対策の総合的かつ計画的な推進を図るための計画として策定します。 

  また、本県の行政運営の指針である「福岡県総合計画」に掲げられた「福岡

県が目指す姿」の「６ 誰もが元気で健康に暮らせること」を推進するための
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個別計画として位置づけます。 

その実施にあたっては、福岡県保健医療計画や福岡県健康増進計画等との調

整を図り、かつ連携しながら、本県のがん対策を推進します。 

 

 ○ また、本計画に基づき、県、市町村、がん患者を含めた県民、医療従事者、

医師会等関係団体、検診機関、事業者、医療保険者及び患者団体を含めた関係

団体等（以下「関係者等」という。）が一体となってがん対策に取り組み、がん

患者を含めた県民が、がんを知り、がんを克服することを目指します。 

 

３ 計画の期間 

 ○ 本計画の期間は、平成３０（2018）年度から平成３５（2023）年度までの６

か年計画とします。 
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第１章 がん対策の現状とこれまでの取組 

 

１１１１    本県のがんを取り巻く現状本県のがんを取り巻く現状本県のがんを取り巻く現状本県のがんを取り巻く現状    

（１）がん死亡等の状況（１）がん死亡等の状況（１）がん死亡等の状況（１）がん死亡等の状況    

○ 平成 28（2016）年人口動態調査によると、がんの死亡数は 15,531 人、死亡

率は人口 10 万対で 307.3 となっており、死亡数全体の 30.4 ％を占め、昭和

52(1977)年から死亡原因の第 1 位となっています。高齢化の進展に伴い、がん

の死亡数・死亡率は増加傾向にあります。 

 

がんの主な部位別死亡数・死亡率（人口１０万対） 

 

○ がんの平成 28（2016）年における部位別死亡率は、気管・気管支及び肺がん

が最も高く、次いで、大腸がん、胃がんが上位となっています。経年変化では、

大腸がんが増加傾向、肝及び肝内胆管がんが減少傾向にあります。 

  死亡数 死亡率 
全がんに 

占める割合(％) 
全国順位 

悪性新生物 15,531 307.3 100 28 

＜主な部位別＞     

気管・気管支及び肺 3,037 60.1 19.6 31 

大腸 2,087 41.3 13.4 26 

胃 1,786 35.3 11.5 36 

肝及び肝内胆管 1,572 31.1 10.1 8 

乳房（女性のみ） 614 23.0 4.0 10 

子宮 310 11.6 2.0 10 

（平成２８年人口動態調査） 

（表１） 
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（平成２８年人口動態調査） 

 

○ 平成２７(2015)年の保健統計年報によると、年齢階級別がんの死亡数は、男 

女とも４０歳代から徐々に高くなっており、年齢が高くなるほど死亡数は高く 

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成２７年度版福岡県保健統計年報） 

 

○ 平成２８（2016）年における本県のがんの年齢調整死亡率（75 歳未満）(※

１)は、人口 10 万対で、男女計８０.５（全国値７６.１）、男女別に見ると、

男性１０２.６（全国値９５.８）、女性６１.２（全国値５８.０）となってお

り、男女とも減少傾向にありますが、全国値と比べ依然として高くなってい

ます。 
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（国立がん研究センターがん対策情報センター） 

 

 

（国立がん研究センターがん対策情報センター） 
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《参考》がん部位別 75 歳年齢調整死亡率（人口 10 万対） 

（表２） 

 平成 24 年 平成 25 年 平成 26 年 平成 27年 平成 28 年 

全体 
県 

86.0 

（41 位） 

84.6 

（39 位） 

83.9 

（41 位） 

82.7 

（41 位） 

80.5 

（38 位） 

全国 81.3 80.1 79.0 78.0 76.1 

肺 
県 15.5 15.3 14.8 14.2 14.1 

全国 14.8 14.7 14.5 14.5 13.8 

大腸 
県 10.6 11.0 11.1 10.9 11.1 

全国 10.5 10.4 10.5 10.5 10.3 

胃 
県 10.0 9.8 9.3 8.9 8.8 

全国 10.5 10.1 9.6 9.1 8.5 

乳房 
県 11.1 10.6 9.8 11.6 11.0 

全国 10.2 10.7 10.5 10.7 10.7 

子宮 
県 5.5 5.0 5.7 6.1 5.7 

全国 4.6 4.5 4.9 4.9 4.7 

 ※死亡率が低いほど、全国順位は下位になります。 （国立がん研究センター） 

 

（２（２（２（２））））がん検診等の状況がん検診等の状況がん検診等の状況がん検診等の状況    

○ 職域などを含めた本県のがん検診受診率は、平成２８（2016）年の国民生活

基礎調査によると、肺がん 40.9％（全国値 46.2％）、大腸がん 36.4％（全国値

41.4％）、胃がん 38.2％（全国値 40.9％）、乳がん 40.9％（全国値 44.9％）、子

宮頸がん 37.9％（全国値 42.3％）といずれも全国平均を下回っています。 

 

（図６） 
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（平成２８年国民生活基礎調査） 

 

○ 市町村では、がん検診を昭和５７（1982）年度から老人保健法に基づく保健 

    事業として開始され、平成１０（1998）年度からは法律に基づかない事業とし

て整理されていましたが、平成２０（2008）年度からは、健康増進法に基づく事

業として位置付けられています。現在、県内全ての市町村で、肺がん、大腸がん、

胃がん、乳がん、子宮頸がんの検診が実施されています。 

○ 平成 27（2015）年度地域保健・健康増進事業報告によると、市町村が実施し

たがん検診の受診率は、肺がん 8.5％（全国値 11.2%）、大腸がん 11.9％（全国

値 13.8%）、胃がん 6.2％（全国値 6.3%）、乳がん 25.5％（全国値 19.8%）、子宮

頸がん 27.4％（全国値 23.0%）と部位で差があり、全国平均との比較では、乳

がん、子宮頸がんの検診受診率は高く、肺がん、大腸がん、胃がんの検診受診

率は低くなっています。 

〇 また、同報告によると、市町村が実施したがん検診の結果、精密検査が必要

と判定された受検者の精密検査受診率は、肺がん 85.9％（全国値 80.3%）、大腸

がん 71.2％（全国値 68.3%）、胃がん 84.7％（全国値 80.9%）、乳がん 85.8％（全

国値 85.4%）、子宮頸がん 82.5％（全国値 72.5%）といずれも全国平均を上回っ

ています。 
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市町村がん検診受診率及び精密検査受診率の全国との比較     （表３） 

  
肺がん 大腸がん 胃がん 乳がん 

子宮 

頚がん 

検
診 

全国 11.2 13.8 6.3 19.8 23.0 

福岡県福岡県福岡県福岡県    8.58.58.58.5    11.911.911.911.9    6.26.26.26.2    25.525.525.525.5    27.427.427.427.4    

精
検 

全国 80.3 68.3 80.9 85.4 72.5 

福岡県福岡県福岡県福岡県    85.985.985.985.9    71.271.271.271.2    84.784.784.784.7    85.885.885.885.8    82.582.582.582.5    

（平成２７年度地域保健・健康増進事業報告） 

    

（３（３（３（３））））がん医療の状況がん医療の状況がん医療の状況がん医療の状況    

○ がん診療連携拠点病院等については、平成 14（2002）年度から整備をはじめ、 

 現在、県内には、県がん診療連携拠点病院 2 か所、地域がん診療連携拠点病院 

13 か所、地域がん診療病院 2 か所、県指定がん診療拠点病院 2 か所の計 19 か所 

が整備されています。（平成 29 年 9 月現在） 

○ 福岡県では、大学病院をはじめとして、高度医療を提供する施設が多い状況

にありますが、地域偏在が見られ、医療資源が都市部へ集中しています。 

○ 県内の受療動向を見ると二次医療圏を越えた受療も多くみられますが、ブロ

ック（北九州、福岡、筑豊、筑後の４ブロック）を超えた受療は少ないため、

拠点病院をブロック毎に整備し、がん医療の均てん化を進めています。 
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県内におけるがん診療連携拠点病院等一覧（平成２９年４月現在） 

（表４） 

※地域がん診療病院（●） 

 がん診療連携拠点病院と連携体制を構築し、がん診療連携拠点病院のない２次医療 

 圏内のがん医療の向上の役割を担う病院 

※県指定がん診療拠点病院（★） 

地域におけるがん診療水準の更なる向上を促し、県民の適切な医療機関の選択を支 

援するため，高度ながん医療機能を持ち地域の医療連携の中核的役割を担う病院

  ブロック 
二次 

医療圏 
医療機関名 住所 

県
拠
点 

1 
 

福岡 

糸島 

独立行政法人国立病院機構 

九州がんセンター 
福岡市南区野多目 3-1-1 

2 国立大学法人九州大学病院 福岡市東区馬出 3-1-1 

地
域
拠
点 

・ 

診
療
病
院
（
●
） 

・ 

県
指
定
（
★
） 

3 

福岡 

福岡 

糸島 

独立行政法人国立病院機構 

九州医療センター 
福岡市中央区地行浜 1-8-1 

4 福岡県済生会福岡総合病院 福岡市中央区天神 1-3-46 

5 福岡大学病院 福岡市城南区七隈 7-45-1 

6 
国家公務員共済組合連合会 

浜の町病院（★） 
福岡市中央区長浜 3-3-1 

7 粕屋 
独立行政法人国立病院機構 

福岡東医療センター 
古賀市千鳥 1-1-1 

8 筑紫 福岡大学筑紫病院（●） 筑紫野市俗明院 1-1-1 

9 

筑後 

久留米 
久留米大学病院 久留米市旭町 67 

10 聖マリア病院 久留米市津福本町 422 

11 
八女 

筑後 
公立八女総合病院 八女市高塚 540-2 

12 有明 
独立行政法人 

大牟田市立病院 
大牟田市宝坂町 2-19-1 

13 朝倉 
一般社団法人朝倉医師会 

朝倉医師会病院（●） 
朝倉市来春 422-1 

14 
筑豊 

飯塚 飯塚病院 飯塚市芳雄町 3-83 

15 田川 社会保険田川病院 田川市大字上本町 10-18 

16 

北九州 北九州 

北九州市立医療センター 
北九州市小倉北区馬借 2-

1-1 

17 
独立行政法人地域医療機能 

推進機構 九州病院 

北九州市八幡西区岸の浦

1-8-1 

18 産業医科大学病院 
北九州市八幡西区医生ヶ丘

1-1 

19 
社会医療法人共愛会 

戸畑共立病院（★） 
北九州市戸畑区沢見 2-5-1 



 - 10 - 

（図７） 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 福岡・糸島
② 粕屋
③ 宗像
④ 筑紫
⑤ 朝倉
⑥ 久留米
⑦ 八女・筑後
⑧ 有明
⑨ 飯塚
⑩ 直方・鞍手
⑪ 田川
⑫ 北九州
⑬ 京築
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福岡県におけるがん患者の受療動向（平成２７年）  （図８） 

 ※縦軸：がん患者の居住地医療圏  横軸：がん患者の２次医療圏への流出割合 

 

○ 緩和ケア病棟(※2)を有している医療機関は33施設で、645床となっており、 

平成２３（2011）年の医療機関 24 施設、478 床に比べ増加しています（平成 29 

年 4 月現在）。 

○ 本県のがん患者を含めた死亡者を死亡場所別にみると、平成２８（2016）年

の在宅における死亡率は全体の 16.0%（うち、自宅 10.0%、施設 6.0%）で、全国

平均と比べ低位です。 

 （図９） 

（平成２８年人口動態調査） 
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○ がんの診断や治療についての専門的知識を持った医師等の医療従事者は増加

していますが、まだ十分といえる状況ではありません。 

 

福岡県におけるがん専門医療従事者 

（表５） 

※（ ）は前回計画時の人数               （各団体ホームページ） 

 

○ がんの罹患率・生存率の推計及びがん患者の受療状況を把握するため、平成

２３（2011）年から地域がん登録、平成２５(2013)年１２月には「がん登録（※

3）等の推進に関する法律」が施行され、平成２８（2016）年１月からは全国が

ん登録が開始されています。県内の医療機関から届出のあったがん患者の診療

や治療に関する情報と、人口動態統計死亡表から収集した患者の予後情報をデ

ータベースシステムに一元管理しています。 

 

 

職種 団体名 資格名 人数 備考 

医師 

日本放射線腫瘍学会 

日本医学放射線学会 
放射線治療専門医 44(45) H29.9 現在 

日本臨床腫瘍学会 がん薬物療法専門医 75(43) H29.11 現在 

日本乳癌学会 乳腺専門医 74(52) H29.1 現在 

呼吸器外科専門医 

合同委員会 
呼吸器外科専門医 77(64) H29.11 現在 

日本消化器外科学会 消化器外科専門医 329(283) H29.6 現在 

日本肝胆膵外科学会 肝胆膵外科高度技能指導医・専門医 48(44) H29.7 現在 

日本肝臓学会 肝臓専門医 406(315) H29.11 現在 

日本病理学会 病理専門医 105(94) H29.10 現在 

薬剤師 日本医療薬学会 がん専門薬剤師 17(13) H29.7 現在 

看護師 日本看護協会 

がん看護専門看護師 24(11) 

H29.4 現在 

小児看護専門看護師 5(3) 

緩和ケア認定看護師 101(63) 

がん化学療法看護認定看護師 69(53) 

がん性疼痛看護認定看護師 17(12) 

乳がん看護認定看護師 11(10) 

がん放射線療法看護認定看護師 17(9) 

訪問看護認定看護師 8(11) 

放射線 

技師 

日本放射線治療専門 

放射線技師認定機構 
放射線治療専門放射線技師 75(58) H29.10 現在 

放射線治療品質管理機構 放射線治療品質管理士 60(40) H29.10 現在 
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用語の説明 

 

 ※１ 年齢調整死亡率とは 

   高齢化の影響等により年齢構成が異なる集団間での死亡率の比較や、同じ集団

での死亡率の年次推移を見るため、集団全体の死亡率を基準となる集団の年齢構

成（基準人口）に合わせた形で算出した死亡率です。 

 

 ※２ 緩和ケアとは 

   がん患者やその家族がつらくならないように、がんと付き合っていくための方

法です。がんに伴う身体や心の問題を、単に病気に対する医療としてだけではな

く、社会生活なども含めて全体的に患者を支える医療の在り方です。 

   緩和ケアは、がんと診断された時から行われます。 

 

 ※３ がん登録とは 

 がんの罹患や転帰、その他の状況を登録・把握し、分析する仕組みで、がん罹

患数・罹患率、がん生存率、治療効果の把握など、がん対策の基礎となるデータ

の把握のために必要なものです。４つの登録があります。 

・地域がん登録：対象地域の居住地に発生したすべてのがんを把握することによ 

り、がんの罹患率と地域レベルの生存率を計測する仕組み。 

 ・全国がん登録：日本でがんと診断された全ての人のデータを、国で１つにまと 

めて集計・分析・管理する仕組み。 

※平成２８年１月から「地域がん登録」から法に基づき移行。 

・院内がん登録：当該病院でがんの診断、治療を受けた全患者について、がんの 

診断並びに治療、予後に関する情報を登録する仕組み 

・臓器別がん登録：学会、研究会が中心となって、所属する医師のいる比較的大き 

な病院から学会、研究会の中央事務局にデータを集約すること 

により、全国規模の登録を実施する仕組み 
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２２２２    これまでの取り組み状況（福岡県における主ながん対策）これまでの取り組み状況（福岡県における主ながん対策）これまでの取り組み状況（福岡県における主ながん対策）これまでの取り組み状況（福岡県における主ながん対策）    

 

 

【項目】

① 総合健（検）診の実施（平成２２年度～）

・健（検）診受診率の向上のため、加入する医療保険に関わらず特定健康
診査とがん検診を同時にできる「総合健診」を推進。

② 「働く世代をがんから守るがん検診推進事業」への支援（平成２４年度～）
・働く世代のがん検診受診率を向上させるため、従業員やその家族に対し、
市町村等が実施するがん検診への受診を働きかける事業所を登録、支援
する取組みを推進。

③ 政令市との共同によるがん検診の促進（平成２９年度～）
・死亡率が高く、政令市で受診率が低い項目について、働く世代の受診しや
すい日時、場所に出向いたがん検診の実施。

④ 地域婦人会等のがん啓発の支援（昭和６１年度～）
・組織活動や民間主催のイベント等を通じた、がんの普及啓発やがん検診
の受診促進。

⑤ がん検診の精度管理（昭和４９年度～）

・福岡県集団検診協議会で市町村のがん検診の実施等を協議し、必要な働
きかけ（助言、指導）をすることによるがん検診の質の維持・向上。
・マンモグラフィによる乳がん検診、胃内視鏡検診による胃がん検診の質の
向上。

① がん診療連携拠点病院等の整備（平成１４年度～）
・県内どこでも質の高いがん医療を提供（がん医療の均てん化）するがん診
療連携拠点病院等の整備。

② 地域がん診療病院の整備（平成２８年度～）
・がん診療連携拠点病院と連携体制を構築し、がん診療連携拠点病院のな
い２次医療圏内のがん医療の向上の役割を担う病院の整備。

③ がん診療従事医師等の緩和ケア研修等の実施（平成２２年度～）
・がんと診断された時から痛みをはじめとした、がんによる苦痛に対する緩
和ケアの知識、技術を習得し、実践できる医師等を養成。

④ がん登録の推進（平成２３年度～）
・死亡率、罹患率、生存率といったがん統計情報を把握し、県のがん対策へ
の活用・評価を実施。

① がん相談支援センターの整備（平成１４年度～）
・がん診療連携拠点病院等における、がんに関する治療や療養生活全般、
地域の医療機関などについての相談窓口の整備。

② がん患者の就労相談支援の充実（平成２９年度～）
・がん相談支援センターにおける社会保険労務士による専門的な就労相談
の実施。

【事業内容】

がんの予がんの予がんの予がんの予

防・検診受防・検診受防・検診受防・検診受

診率の向診率の向診率の向診率の向

上対策上対策上対策上対策

がん医療がん医療がん医療がん医療

の実現の実現の実現の実現

がんの相がんの相がんの相がんの相

談支援、談支援、談支援、談支援、

情報提供情報提供情報提供情報提供

体制の整体制の整体制の整体制の整

備備備備
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第２章 全体目標 

 

１１１１    全体目標全体目標全体目標全体目標    

   がん患者を含めた県民が、がんの克服を目指し、がんに関する正しい知識を持

ち、避けられるがんを防ぐことや、様々ながんの病態に応じて、尊厳を持って、

いつでもどこに居ても安心かつ納得できるがん医療や支援を受け、暮らしていく

ことができるよう、次の３つを平成３５(2023)年度までの全体目標とします。 

 

 

 

 

 

（１）（１）（１）（１）    科学的根拠科学的根拠科学的根拠科学的根拠に基づくがん予防に基づくがん予防に基づくがん予防に基づくがん予防・がん検診・がん検診・がん検診・がん検診の充実の充実の充実の充実    

        ＜＜＜＜がんを知りがんを予防するがんを知りがんを予防するがんを知りがんを予防するがんを知りがんを予防する＞＞＞＞    

    がんを予防する方法を普及啓発するとともに、研究成果に基づいた施策を

実施することにより、がんの罹患者を減少させます。県民が利用しやすい検

診体制を構築し、がんの早期発見、早期治療を促すことで、効率的かつ持続

可能ながん対策を進め、がんの死亡者の減少を目指します。 

 

（２）（２）（２）（２）    患者本位患者本位患者本位患者本位のがん医療の実のがん医療の実のがん医療の実のがん医療の実現現現現    

＜適切な医療を受けられる体制を充実させる＞＜適切な医療を受けられる体制を充実させる＞＜適切な医療を受けられる体制を充実させる＞＜適切な医療を受けられる体制を充実させる＞    

    がん登録の活用等によるがん医療の質の向上、それぞれのがんの特性に応

じたがん医療の均てん化・集約化、効率的かつ持続可能ながん医療の実現、

また、ビックデータや AI を活用したゲノム医療等を推進し、個人に最適化

された患者本位のがん医療の実現を目指します。 

 

（３）（３）（３）（３）    尊厳を持って尊厳を持って尊厳を持って尊厳を持って安心して暮らせる社会の構築安心して暮らせる社会の構築安心して暮らせる社会の構築安心して暮らせる社会の構築    

＜がんになっても＜がんになっても＜がんになっても＜がんになっても自分らしく生きることのできる自分らしく生きることのできる自分らしく生きることのできる自分らしく生きることのできる地域共生社会を実現する＞地域共生社会を実現する＞地域共生社会を実現する＞地域共生社会を実現する＞    

    がん患者が住み慣れた地域社会で生活をしていく中で、必要な支援を受け

ることができる環境を整備します。行政（国・県・市町村）、医療機関、企業・

事業所等の関係者等がそれぞれ連携し、効率的な医療・福祉サービスの提供

や、就労支援等を行う仕組みを構築することで、がん患者が、いつでも、ど

こに居ても、尊厳を持って安心して生活し、自分らしく生きることのできる

地域共生社会を目指します。 

 

【数値目標】 

がんによる死亡率（75歳未満年齢調整死亡率）を６年間で１０％減少 

H28年 ８０．５  → H34年 ７２．５   （人口 10万対） 
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第３章第３章第３章第３章    分野別施策と個別目標分野別施策と個別目標分野別施策と個別目標分野別施策と個別目標    

 

 

１１１１    がんがんがんがん予防・がん検診予防・がん検診予防・がん検診予防・がん検診    

（１）（１）（１）（１）    がんの１次予防がんの１次予防がんの１次予防がんの１次予防    

  ①①①①    生活習慣について生活習慣について生活習慣について生活習慣について    

   アアアア    たばこ対策たばこ対策たばこ対策たばこ対策    

    ＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞    

○ 県民の喫煙率は５年前に比べ、男女ともに減少しており、平成２８年の成

人の喫煙率は１７．５％となっています。 

（平成２８（2016）年県民健康づくり調査） 

 

喫煙における現状          （表６） 

項目 平成２３（2011）年 平成２８（2016）年 

喫煙している者の 

割合 
２０．２％ １７．５％ 

 

○ 受動喫煙の影響を「ほぼ毎日受けた」と回答した者の割合が多い場所とし

ては、男性が職場 28.6%、女性が家庭 10.1%となっています（平成２８

（2016）年県民健康づくり調査）。受動喫煙を原因として死亡する人が国内

で年間１万５千人を超えると推計されており、受動喫煙防止対策は重要な課

題となっています。 

 

＜今後の取組＞＜今後の取組＞＜今後の取組＞＜今後の取組＞    

○ 県民に対し、たばこが健康に及ぼす影響等について情報提供し、たばこに

関する知識の普及啓発に努めます。禁煙を希望する人に対しては、地域におい

て禁煙に関する相談が受けられる体制づくりを進め、医療機関での禁煙外来や

禁煙サポート窓口、卒煙サポート薬局等の関係機関と引き続き連携し、支援し

ていきます。 

○ 未成年者に対しては、学校と連携して喫煙防止教育を実施し、生涯禁煙の

動機付を図ります。また、妊娠中の喫煙は、妊娠合併症のリスクを高めるだけ

ではなく、胎児にも悪影響を与えることから、妊産中の正しい生活習慣等に関

する知識の普及啓発に努めます。 

○ 多くの者が利用する施設のうち、禁煙化に積極的に取り組んでいる施設を

「禁煙宣言施設」として登録し、利用者に対して禁煙施設であることを明示す

ることにより、受動喫煙防止対策を推進します。 

 

＜個別目標＞＜個別目標＞＜個別目標＞＜個別目標＞    

○ 成人の喫煙率 13％（平成３４（2022）年度） 
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○○○○    受動喫煙の機会を、行政機関０％、医療機関０％、家庭受動喫煙の機会を、行政機関０％、医療機関０％、家庭受動喫煙の機会を、行政機関０％、医療機関０％、家庭受動喫煙の機会を、行政機関０％、医療機関０％、家庭５５５５％、飲食店％、飲食店％、飲食店％、飲食店 11116666％％％％

とします。職場は受動喫煙の無い職場環境の実現を目指します。とします。職場は受動喫煙の無い職場環境の実現を目指します。とします。職場は受動喫煙の無い職場環境の実現を目指します。とします。職場は受動喫煙の無い職場環境の実現を目指します。（平成（平成（平成（平成３４３４３４３４

（（（（2022202220222022）年度））年度））年度））年度）（（（（PPPP））））    

    

イイイイ    その他の生活習慣対策その他の生活習慣対策その他の生活習慣対策その他の生活習慣対策    

 ＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞    

○ 県民における野菜の１日当たりの摂取量は、284ｇ（平成２８（2016）年県

民健康づくり調査）と５年前に比べ増加していますが、野菜の摂取量の目安で

ある 350g には達成していません。 

○ 生活習慣病のリスクを高める量を飲酒している者の割合については、男性

16.5%、女性 6.5%となっており、５年前に比べ、女性は減少していますが、男

性は増加しています。（平成２８（2016）年県民健康づくり調査） 

○ １回 30 分以上の運動を週２回以上、１年以上継続している「運動習慣のあ

る者」は２０～６４歳の男性で 31.4%、女性で 32.6%と５年前に比べ減少して

います。（平成２８（2016）年県民健康づくり調査） 

 

生活習慣における現状         （表７） 

項目 平成２３（2011）年 平成２８（2016）年 

野菜の摂取量 

（１日当たり） 
２５９ｇ ２８４ｇ 

生活習慣病のリスク

を高める量を飲酒し

ている者 

男性 １５．２％ 

女性  ８．１％ 

男性 １６．５％ 

女性  ６．５％ 

運動習慣者の割合 

２０～６４歳 

男性 ３０．４％ 

女性 ２９．１％ 

６５歳以上 

男性 ４８．５％ 

女性 ４３．２％ 

２０～６４歳 

男性 ２１．６％ 

女性 ２２．５％ 

６５歳以上 

男性 ４１．０％ 

女性 ４６．３％ 

（県民健康づくり調査） 

 

＜今後の取組＞＜今後の取組＞＜今後の取組＞＜今後の取組＞    

○ 野菜の適正量摂取は、消化器系のがんとの関連が示され、体重コントロー

ルに重要な役割があることから、摂取量の増加に向けた取り組みを引き続き推

進します。 

○ 飲酒について、男性で１日平均 40g 以上、女性で同 20g 以上の純アルコー

ルを摂取すると、生活習慣病のリスクが高まるとされていることから、この量

を超えて飲酒することのないよう、適切な飲酒量の普及啓発を引き続き図りま

す。 
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○ 運動習慣の向上のための取組み等の情報提供に努め、県民が地域において

運動に取り組みやすい環境づくりを、市町村等関係機関を支援するなどして促

進します。 

 

＜個別目標＞＜個別目標＞＜個別目標＞＜個別目標＞    

○ 成人の野菜摂取量の増加（1 日当たり 350ｇ以上）を目指します。 

○ 生活習慣病のリスクを高める量を飲酒している者について、男性 12.9%、女

性 6.9%を目指します。 

○ 運動習慣のある者を 20～64 歳の男性 36.0%、女性 33.0%、65 歳以上の男性

58.0%、女性 48.0%を目指します。 

 

②②②②    感染症対策について感染症対策について感染症対策について感染症対策について    

        アアアア    肝がんの予防肝がんの予防肝がんの予防肝がんの予防    

＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞    

○ 人口10万人当たりの肝がん（肝及び肝内胆管）による75歳未満の年齢調

整死亡率は、平成２８（2016）年は６.９であり、近年減少しているもの

の、依然として全国平均の５.１を大きく上回っており、全国で５番目に

高い状況です。 

 

肝がん（肝及び肝内胆管）の 75 歳未満年齢調整死亡率 

（人口 10 万対）の年次推移               （表８） 

 平成 24 年 平成 25 年 平成 26 年 平成 27 年 平成 28 年 

全国 6.4 6.0 5.6 5.4 5.1 

福岡県福岡県福岡県福岡県    8.98.98.98.9    8.48.48.48.4    7.77.77.77.7    7.47.47.47.4    6.96.96.96.9    

全国順位 4 位 2 位 5 位 4 位 5 位 

（国立がん研究センター） 

 

○ 本県では、保健所や委託した検査医療機関において、肝炎ウイルス無料 

検査を実施しています。平成２８（2016）年度では、保健所でB型716件、 

C型715件、医療機関でB型・C型ともに27,431件の検査を実施しました。 

   ○ 肝炎ウイルスは、感染しても自覚症状が乏しいことから、検査をして陽 

性と判明しても、適切な治療に結びついていない場合があることが問題と 

なっています。 

○ 県民や医療機関に対し、肝炎の最新治療の情報提供や相談支援を行うた

め、平成２２(2010)年に久留米大学病院を肝疾患診療連携拠点病院に指

定しています。 

また、身近な肝炎治療を受けやすいよう肝炎治療医療機関を指定すると 

ともに、この医療機関に対し、診断と治療方針に関する助言を行う肝疾患 

専門医療機関（平成29年４月１日現在、県内６７か所）を指定しています。 

○ 平成２７（2015）年度から、肝炎ウイルス検査で陽性と判断された方
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に対する初回精密検査費用、肝炎ウイルスが原因の慢性肝炎、肝硬変、

肝がんにかかる定期検査費用を助成しています。 

○ 肝炎ウイルス検査後のフォローアップや精密検査への受診勧奨等の支 

援を行うため、受検や受診の勧奨方法、肝炎治療費への助成制度等、肝 

炎に関する必要な知識を修得した肝炎医療コーディネーターを養成して 

います。 

○ 肝炎患者等に対する情報提供や、肝疾患診療連携拠点病院、肝疾患専門 

医療機関及び肝炎治療医療機関の連携等に資するため、肝炎の病態、治療 

方法、肝炎医療に関する制度などを記載した肝炎患者支援手帳を作成し、 

肝炎患者等に配付しています。 

 

＜今後の取組＞＜今後の取組＞＜今後の取組＞＜今後の取組＞        

○ 肝炎ウイルス検査の必要性を理解し、受検率を向上させるため、B型及 

びC型肝炎ウイルス感染に関する相談、肝炎ウイルス無料検査を、引き続

き実施します。また、市町村、医療機関、協会けんぽといった職域等と

連携し、肝炎ウイルス検査の更なる受検機会の拡大を図ります。 

○ 県等が実施している肝炎ウイルス無料検査の陽性者に対し、引き続 

き専門医療機関への受診勧奨を行います。 

○ 肝炎治療医療機関において行われる肝炎治療に係る医療費の助成事業 

に引き続き取り組みます。 

○ 肝疾患診療連携拠点病院において、県民に対する相談支援や市民公開 

講座、治療水準の維持向上を図るための研修、最新の治療情報の提供等 

を行い、肝がんの予防を推進します。 

○ 肝炎医療コーディネーターの養成や技能向上、肝炎患者支援手帳の作 

成・配付を通じて、肝炎患者やその家族を支援していきます。 

○ 肝炎ウイルスは感染しても自覚症状に乏しいことから、感染に気付き 

にくく、また、感染を認識していても感染者が早急な治療の必要性を認識

しにくいため、県民一人ひとりが自ら肝炎ウイルスの感染の有無を把握

し、肝炎についての正しい知識を持つよう、普及啓発に取り組みます。 

   〇 ピアスの穴あけや入れ墨等、血液の付着する器具の共有を伴う行為や

性行為等による感染の危険性がある行為に興味を抱く年代に対して、日 

常生活における感染予防について、関係機関と連携し普及啓発を行いま

す。 

○ 働きながら継続的に治療を受けることができる環境づくりに向けて、 

事業主等の職域において健康管理に携わる者や関係者の理解と協力が得 

られるよう、必要な働きかけを行います。 

 

＜個別目標＞＜個別目標＞＜個別目標＞＜個別目標＞    

○ 「福岡県肝炎対策推進計画」に基づき、肝がん（肝及び肝内胆管）の
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75歳未満年齢調整死亡率（人口10万対）を平成２８年の６．９から２

５％の減少を目指します。 

 

 

イイイイ    その他のウイルスや細菌による感染への対策その他のウイルスや細菌による感染への対策その他のウイルスや細菌による感染への対策その他のウイルスや細菌による感染への対策    

    ＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞    

○ ウイルスや細菌の感染は、男性では喫煙に次いで２番目、女性では最も 

発がんに大きく寄与する要因となることがわかっています。このようなウ 

イルスや細菌としては、成人Ｔ細胞白血病（以下「ＡＴＬ」という。）とヒ

トＴ細胞白血病ウイルス１型（以下「ＨＴＬＶ－１」という。）、子宮頸が

んとヒトパピローマウイルス（以下「ＨＰＶ」という。）、胃がんとヘリコ

バクター・ピロリなどがあります。 

○ ＨＴＬＶ－１対策として、妊婦健康診査におけるＨＴＬＶ－１抗体検査 

の実施、市町村や保健所職員、医療従事者に対する研修会等、感染予防対

策を行っています。 

○ ＨＰＶワクチン接種は、現在、国が積極的な勧奨を差し控えており、今

後、接種のあり方について科学的知見を収集した上で総合的に判断するこ

ととしています。 

○  ヘリコバクター・ピロリなど、ウイルスや細菌の感染に起因するがんへ

の対策が検討されています。 

 

＜今後の取組＞＜今後の取組＞＜今後の取組＞＜今後の取組＞    

○ ＨＴＬＶ－１の感染予防対策、保健所での相談支援に、引き続き取り組

みます。 

○ ＨＰＶ、ヘリコバクター・ピロリ対策については、国における動向を踏 

まえ、検討していきます。 

 

＜個別目標＞＜個別目標＞＜個別目標＞＜個別目標＞    

○ ウイルスや細菌による感染に起因するがんへの対策を推進することによ

り、がんの予防を図ります。 

    

（２）（２）（２）（２）    がんの早期発見、がん検診（２次予防）がんの早期発見、がん検診（２次予防）がんの早期発見、がん検診（２次予防）がんの早期発見、がん検診（２次予防）    

        ①①①①    受診率向上対策について受診率向上対策について受診率向上対策について受診率向上対策について    

＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞    

○ これまで、県では、がん検診と特定健診を同時に受診できる「総合健診」

の市町村における実施を進めるとともに、従業員やその家族に対しがん検診

受診を働きかける事業所（※１）を登録・支援する取組み、「福岡県がん対策

推進企業等連携協定（※２）」締結企業と連携した普及啓発など、がん検診の

受診率向上対策に取り組んできました。 
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○ また、市町村においては、平成２１（2009）年度から特定の年齢に達した

検診対象者に検診無料クーポン、検診手帳を配付する「がん検診推進事業」、

平成２７（2015）年度から個別の受診勧奨・再勧奨や精密検査未受診者に対

する受診再勧奨等を行う「新たなステージに入ったがん検診の総合支援事業」

に取り組んできました。 

○ しかしながら、現状のがん検診受診率（平成２８（2016）年の国民生活基

礎調査（推計値））は、肺がん 40.9％、大腸がん 36.4％、胃がん 38.2％、乳

がん 40.9％、子宮頸がん 37.9％と、前計画におけるがん検診受診率の目標値

（５０％）を下回っている状況であり、更なる取組みが必要となっています。 

○ 平成２８（2016）年の「がん対策に関する世論調査（内閣府）」等において、

がん検診を受けない理由として、「受ける時間がないから」、「健康状態に自信

があり、必要性を感じないから」、「心配なときはいつでも医療機関を受診で

きるから」等が挙げられており、より効果的な受診勧奨、普及啓発とともに、

土日祝日での実施、他の検診や特定健康診査との同時実施など、受診者の立

場に立った利便性への配慮が求められています。 

○ 人間ドックや職域におけるがん検診については、対象者数、受診者数等の

データを定期的に把握する仕組みがないため、受診率の算定や精度管理を行

うことが困難となっています。 

※１ 「働く世代をがんから守るがん検診推進事業所」 

※２ がん対策の推進活動に意欲を有し一般県民へのがん検診受診促進等に取

り組んでいる企業が、本計画に関する取組みにおいて、相互の協力が可能

な分野における連携を推進するために県と締結する協定 

 

＜今後の取組＞＜今後の取組＞＜今後の取組＞＜今後の取組＞    

○ 県では、引き続き、「総合健診」に取り組む市町村、従業員やその家族への

がん検診受診を推進する事業所の拡大、働く世代が受診しやすい日時、場所

に出向いたがん検診の実施を進めるなど、効果的な受診率向上対策に取り組

みます。 

  ○ 県民が、がん検診の必要性を理解し、自らが定期的にがん検診を受けるよ

う、がん教育に取り組む等正しい知識の普及啓発に努めます。 

○ 市町村や検診実施機関において、受診者に分かりやすくがん検診について 

説明するなど、がん検診の意義及び必要性を適切に理解できるように努めま 

す。 

○ 市町村における検診の受診手続きの簡素化、効果的な受診勧奨、職域で受 

診機会のない者に対する受診体制の整備、受診対象者の名簿を活用した個別 

受診勧奨・再勧奨、かかりつけ医や薬局の薬剤師を通じた受診勧奨など、受 

診率向上への取組みを、研修会による事例検討等を通じて支援します。 

○ 職域でのがん検診等における対象者数、受診者数等の情報や精度管理の状

況など必要なデータを把握できる仕組みについての国の検討結果を踏まえ、
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正確ながん検診の実施状況の把握に努めます。 

 

＜個別目標＞＜個別目標＞＜個別目標＞＜個別目標＞    

○ がん検診のより効果的な受診勧奨、検診を受けやすい体制整備に努め、対 

策型検診で行われている全てのがん種において、がん検診の受診率５０％の 

達成を目指します。 

 

 ※ 現況値は H28 年「国民生活基礎調査」による。 

 

②②②②    がん検診の精度管理等についてがん検診の精度管理等についてがん検診の精度管理等についてがん検診の精度管理等について    

＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞    

 ○ がんによる死亡率を減少させるためには、がん検診において、適切な検査

方法の実施も含めた徹底した精度管理が必要です。市町村においては、国の

指針に基づき、有効性が確認された科学的根拠に基づくがん検診を実施する

こととされています。 

 

国指針で定められたがん検診等の実施市町村数（平成 29 年度） 

（保健医療介護部がん感染症疾病対策課調べ） 

 

○ がん発見率や陽性反応適中度といった検診の精度を評価する指標や、精度

管理の取組みは、市町村によって差がある状況であり、精度管理・事業評価

実施体制の充実が課題となっています。 

○ がんの早期発見・早期治療のためには、精密検査が必要と判定された受検

者が、実際に精密検査を受診することが重要ですが、本県の精密検査受診率

 現況値 

（H29 年度） 

目標値 

（H35 年度） 

考え方 

肺がん 40.9% 

５０％ 

国のがん対策推進基本計画と同
一（受診率の算定にあたって
は、40 歳から 69 歳（子宮頸が
んは 20 歳から 69 歳）までを対
象とする。） 

大腸がん 36.4% 

胃がん 38.2% 

乳がん 40.9% 

子宮頚がん 37.9% 

対象臓器 
国指針で定められ

たがん検診実施 

国指針以外の 

がん検診実施 

国指針以外の 

がん検診内容 

肺がん ６０ ０  

大腸がん ６０ ０  

胃がん ６０ １８ 
ヘリコバクターピロリ抗体

ペプシノゲン法 

乳がん ６０ ２３ 乳腺エコー、視触診のみ 

子宮頚がん ６０ １ ＨＰＶ検査 
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は、全国平均に比べ高いものの、おおよそ71.2%～85.9%にとどまっています。

（平成２７（2015）年度地域保健事業・健康増進事業報告） 

○ 福岡県集団検診協議会においては、がん検診の質の維持・向上のため、検 

診の有効性や精度管理について協議し、必要に応じて助言・指導を行うとと

もに、検診従事者の研修を実施しています。乳がんについては、マンモグラ

フィ検診の従事者養成や画像評価を実施しており、平成２９（2017）年から

は胃がん検診の検診項目に新たに追加された胃内視鏡検査について、医師に

対する研修を行っています。検診の精度向上のため、更なる取組みの強化が

必要です。 

 

＜今後の取組＞＜今後の取組＞＜今後の取組＞＜今後の取組＞    

○ 県は、がん検診の実施状況について、市町村の現状を把握するとともに、

福岡県集団検診協議会や各種集団検診機関連絡協議会において協議し、この

協議会での検討結果を情報提供するなど、必要な助言・指導を行います。ま

た、がん検診の実施方法や精度管理の向上に向けた研修会を市町村に対して

実施します。 

○ 市町村は、国の指針に基づいたがん検診を実施し、その結果、精密検査が

必要と判断された者に対する受診勧奨や受診確認等の体制づくりを構築する

ことにより、精密検査の受診率向上に取り組みます。 

○ がん検診に携わる医師、診療放射線技師等を対象に、マンモグラフィ検査、

胃内視鏡検査等にかかる研修を実施し、資質向上に取り組みます。 

○ 県及び市町村は、がん検診や精密検査の意義に関する情報を、県民に提供

するとともに、がん検診の有効性への理解を促進します。 

○ 職域におけるがん検診の質の向上を目的に、国が策定する「職域における

がん検診に関するガイドライン（仮称）」の普及を図ります。 

 

＜個別目標＞＜個別目標＞＜個別目標＞＜個別目標＞    

○ すべての市町村において、精度管理・事業評価が実施されるとともに、科

学的根拠に基づくがん検診が実施されるよう、集団検診協議会において協議

し、検診体制の充実を図ります。 

○ がん検診における精密検査受診率９０％を目指します。 

※ 現況値は H27 年度「地域保健・健康増進事業報告」による 

 現況値 

（H29 年度） 

目標値 

（H35 年度） 

考え方 

肺がん 85.9% 

９０％ 
国のがん対策推進基本計画と

同一 

大腸がん 71.2% 

胃がん 84.7% 

乳がん 85.8% 

子宮頚がん 82.5% 
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２２２２    患者本位の患者本位の患者本位の患者本位のがん医療がん医療がん医療がん医療のののの実現実現実現実現    

（１）（１）（１）（１）    がんゲノム医療がんゲノム医療がんゲノム医療がんゲノム医療    

＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞    

○ 近年、個々のゲノム情報に基づき、個人ごとの違いを考慮したゲノム医療

への期待が高まっています。 

○ 国では、ゲノム解析に基づいた治験薬を含めた治療選択肢を提示する研究

事業や、拠点病院等に遺伝カウンセリングを行う者を配置するといった取組

みが行われています。 

○ 今後、全てのがんについて、ゲノム医療によって得られた情報を集約し、

革新的治療薬の開発や個人に最適化された治療選択等に活用できる仕組みを

構築する必要性が指摘されています。 

 

＜今後の取組＞＜今後の取組＞＜今後の取組＞＜今後の取組＞    

○ 県内 3 大学が拠点病院等と連携して、がん診療についての教育を行う「新

ニーズに対応する九州がんプロ養成プラン」の活用等により、ゲノム医療に

係る専門医療従事者の育成を行います。 

○ がんゲノム医療に関する県民の理解を促進するため、普及啓発に取り組み

ます。 

 

＜個別目標＞＜個別目標＞＜個別目標＞＜個別目標＞    

○ 国のがんゲノム医療提供体制の整備を踏まえ、県民や医療従事者に対して

がんゲノム医療に関する知識の普及に努めます。 

 

（がんゲノム医療の推進について） 

平成２７（２０１５）年７月にとりまとめられた「ゲノム医療実現推進協議

会」の中間とりまとめにおいて、ゲノム医療の実現が近い領域のひとつとし

て、がん領域が掲げられている。また、平成２８（２０１６）年１０月にとり

まとめられた「ゲノム情報を用いた医療等の実用化推進タスクフォース」の

意見とりまとめにおいては、遺伝子関連検査の品質・精度の確保、ゲノム医療

に従事する者の育成、ゲノム医療の提供体制の構築、社会環境の整備等を進

めていくことが求められている。 

 平成２９年１０月に閣議決定された国の基本計画においては、「段階的に体制

整備を進める。また、「がんゲノム医療推進コンソーシアム」を形成すること

や、２年以内に拠点病院等の見直しに着手する等、がんゲノム医療を提供す

るための体制整備を進める。」とされており、その動向を踏まえて対応してい

きます。 
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（２）（２）（２）（２）    がんの手術療法、放射線療法、薬物療法、免疫療法がんの手術療法、放射線療法、薬物療法、免疫療法がんの手術療法、放射線療法、薬物療法、免疫療法がんの手術療法、放射線療法、薬物療法、免疫療法    

＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞    

    （（（（がん医療提供体制がん医療提供体制がん医療提供体制がん医療提供体制））））    

○ 拠点病院等については、平成１４（2002）年度から整備を始め、現在、国

指定拠点病院１５か所（県拠点病院２か所、地域拠点病院１３か所）、県指定

の拠点病院２か所を指定しています。また、平成２８（2016）年度から、こ

れまで国指定拠点病院がなかった２次医療圏に、拠点病院との連携を前提に

２か所の地域がん診療病院を指定し、合わせて１９か所の拠点病院等を整備

しています。 

○ 拠点病院等を中心に、標準的な手術療法、放射線療法、薬物療法等の提供

体制の整備、緩和ケアの実施、地域連携クリティカルパスの運用、キャンサ

ーボードの実施、がん相談支援センターの設置、院内がん登録の実施等に取

り組み、全ての県民が県内どこにいても質の高いがん医療を等しく受けられ

るよう、がん医療の均てん化を進めてきました。 

○ 拠点病院等において、がん患者及びその家族が治療法を選択する上で第三

者である医師に専門的見解を求めることができるセカンドオピニオンの提示

が実施されています。 

○ 国においては、ゲノム医療、一部の放射線療法、小児がん、希少がん、難

治性がんなどのがん種について、治療成績の向上等に資する研究開発の促進

や診療の質の向上を図るため、患者のアクセス、病院の特徴や規模など、地

域の状況に十分配慮した上で、がん医療における診療機能の集中、機能分担、

医療機器の適正配置など、一定の集約化のあり方について検討することとし

ています。 

 

（（（（各治療法各治療法各治療法各治療法））））    

  ○ がんに対する主な治療法としては、手術療法、放射線療法及び薬物療法等

がありますが、近年、科学的根拠を有する免疫療法の開発が進み、「免疫チェ

ックポイント阻害剤」等の免疫療法は有力な治療選択肢の一つとなっていま

す。治療に当たっては、がんの病態に応じ、これらの各療法を効果的に組み

合わせた集学的治療を実施する必要があります。 

  ○ 放射線療法や薬物療法などの専門的知識・技術を持った医師をはじめとし

た医療従事者については、充足している状況ではないため、このような医療

従事者を更に育成し、質の高いがん医療を提供することが求められています。 

  ○ 免疫療法と称しているものの中には、十分な科学的根拠を有する治療法と

そうでない治療法がありますが、これらの区別が困難な場合があることから、

県民に対し、免疫療法に関する適切な情報を提供することが必要です。 
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（（（（チーム医療チーム医療チーム医療チーム医療））））    

○ 患者とその家族の抱える様々な苦痛、悩み及び負担に応え、安全かつ安心 

 で質の高いがん医療を提供するためには、多職種によるチーム医療の推進が 

 必要です。 

  ○ 拠点病院等を中心に、集学的治療等の提供体制の整備、キャンサーボード 

の実施、医科歯科連携、薬物療法における医療機関と薬局との連携など多職

種によるチーム医療を実施するための体制を整備しています。 

 

        ＜今後の取組＞＜今後の取組＞＜今後の取組＞＜今後の取組＞    

    （（（（がん医療提供体制がん医療提供体制がん医療提供体制がん医療提供体制））））    

○ 県拠点病院は、本県のがん対策の中核的機関であり、地域拠点病院、県指

定病院、地域がん診療病院、他の医療機関への技術支援や情報発信を行うな

ど、本県全体のがん医療の向上を引き続き、牽引していきます。 

○ 地域拠点病院、県指定病院、地域がん診療病院は、地域のがん診療を行っ

ている医療機関に対する診療支援、地域のがん診療に携わる医療従事者に対

する研修等を通じて、地域全体のがん医療水準の向上に努めていきます。 

〇 拠点病院等を中心に、標準的な手術療法、放射線療法、薬物療法等の提供

体制の整備、緩和ケアの実施、地域連携クリティカルパスの運用、キャンサ

ーボードの実施、がん相談支援センターの充実、院内がん登録の実施といっ

た均てん化が必要な取組みを推進します。 

〇 拠点病院等におけるセカンドオピニオンの実施体制について、県民に対し

更なる周知を図ります。 

○ がん医療提供体制について、国の検討結果を踏まえ、本県においても、今

後、そのあり方について検討を進めます。 

 

（（（（各治療法各治療法各治療法各治療法））））    

  ○ 手術療法、放射線療法及び薬物療法のそれぞれを専門的に行う医師が協力

して治療に当たる体制の更なる充実を図ります。 

  ○ 県内３大学が拠点病院等と連携して、がん診療についての教育を行う「新

ニーズに対応する九州がんプロ養成プラン」の活用等による、がん専門医療

従事者の更なる育成に取り組みます。 

  ○ がんの専門的知識を有する医療従事者を育成するため、研修等を受けやす

い環境づくりを支援します。 

〇 先進的な治療施設の周知に努めます。 

  ○ 免疫療法については、患者や県民に対し、国の検討結果等を踏まえた適切

な情報提供を行います。 

 

（（（（チーム医療チーム医療チーム医療チーム医療））））    

○ 県は、がん患者が入院、外来通院及び在宅など、それぞれの状況に応じて 
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必要なサポートを受けることができるようチーム医療の体制整備を推進し

ます。 

 

 

＜個別目標＞＜個別目標＞＜個別目標＞＜個別目標＞    

  ○ 拠点病院等と地域の医療機関が相互に連携して、標準的ながん診療、専門

的ながん診療、在宅等での療養支援を行う体制を構築し、切れ目のないがん

治療等を提供します。 

  ○ すべての拠点病院等において引き続き放射線治療専門医やがん薬物療法

専門医等の配置を目指します。 

  ○ 県内３大学が拠点病院等と連携して、がん診療についての教育を行う「新

ニーズに対応する九州がんプロ養成プラン」の活用等によるがん専門医療従

事者の更なる増加を目指します。 

 

（３）（３）（３）（３）    がんのリハビリテーションがんのリハビリテーションがんのリハビリテーションがんのリハビリテーション    

＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞    

○ がん治療の影響から、患者の嚥下や呼吸運動等の日常生活動作に障がいが

生じることがあります。また、病状の進行に伴い、次第に日常生活動作に障

がいを来し、著しく生活の質が低下することが見られることから、がん領域

でリハビリテーションの重要性が高まっています。 

○ 国は、がん患者の社会復帰や社会協働という視点を踏まえ、リハビリテー

ションを含めた医療提供体制のあり方を検討することとしています。 

 

＜今後の取組＞＜今後の取組＞＜今後の取組＞＜今後の取組＞    

○ 国の検討結果を踏まえ、がん患者の生活の質を維持するため、拠点病院等

における質の高いリハビリテーションの実施を推進します。 

 

＜個別目標＞＜個別目標＞＜個別目標＞＜個別目標＞    

○ 患者の生活の質の維持向上を目的として、運動機能の改善や生活機能の低 

下防止に資するよう、がんリハビリテーションが受けられる体制の整備を目 

指します。 

 

（４）（４）（４）（４）    支持療法支持療法支持療法支持療法    

＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞    

○ がん治療の副作用に悩む患者は増加しているが、支持療法の研究開発が十 

分ではないため、支持療法に関する診療ガイドラインが少なく、標準的治療

が確立していない状況です。 

○ このため、国において患者視点の評価も重視した支持療法に関する診療ガ

イドラインを作成することとしています。 
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＜今後の取組＞＜今後の取組＞＜今後の取組＞＜今後の取組＞    

○ 適切な医療が提供できるよう、がん医療に携わる医療機関に対し、国が策

定する支持療法に関する診療ガイドライン等の情報を提供します。 

 

＜個別目標＞＜個別目標＞＜個別目標＞＜個別目標＞    

○ がん治療に伴う副作用・合併症・後遺症を軽減し、患者の QOL を向上させ

るため、支持療法に関する実態調査、研究を行う国と連携し、適切な診療の

実施を推進します。 

 

（５）（５）（５）（５）    希少がん、難治性がん希少がん、難治性がん希少がん、難治性がん希少がん、難治性がん    

＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞    

○ 希少がんは、様々ながんが含まれる小児がんをはじめ、臓器に発生する肉 

腫、成人 T 細胞白血病など、数多くの種類が存在し、それぞれの患者が少な 

いことから、標準的な診断法や治療法の確立、研究開発や臨床試験の推進、

診療体制の整備が課題となっています。 

 ○ 希少がん診療について、全国的な集約化が検討されていますが、専門施設

と地域の拠点病院等との連携の必要性、専門的知識を有する医療従事者を継

続的に育成するシステムの必要性、各々の希少がんを専門としない医療従事

者に対する啓発等の課題も指摘されています。 

 ○ 難治性がんは、早期発見が困難であり、治療抵抗性が高く、転移・再発し

やすい等の性質を持ち、有効な診断・治療法が開発されていないことが課題

となっています。 

 

＜今後の取組＞＜今後の取組＞＜今後の取組＞＜今後の取組＞    

○ 国は、希少がん患者が適切な医療を受けられる環境を整備するため、中核

的な役割を担う機関を整備することとしており、その動向を踏まえ、情報の

集約・発信、支援・診療体制の集約化等について取組みを進めます。 

○ 県内 3 大学が拠点病院等と連携して、がん診療についての教育を行う「新

ニーズに対応する九州がんプロ養成プラン」の活用等により、希少がんの診

療に係る医療従事者の育成を行います。 

 ○ 国が進めている難治性がんの診療提供体制のあり方に関する検討結果を

踏まえ、本県においても、難治性がんの状況の把握及び今後のあり方につい

て検討します。 

 

＜個別目標＞＜個別目標＞＜個別目標＞＜個別目標＞    

○ 希少がんについて、医療の集約化に係る国の検討結果を踏まえ、本県のが

ん医療をけん引している拠点病院等と連携し、診療体制整備を進めます。 
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（６）（６）（６）（６）    小児がん小児がん小児がん小児がん、、、、AYAAYAAYAAYA 世代のがん、高齢者の世代のがん、高齢者の世代のがん、高齢者の世代のがん、高齢者のがんがんがんがん    

＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞    

○ がんは、小児の病死原因の第１位であり、成人のがんと異なり、生活習慣 

と関係なく乳幼児から思春期、若年成人まで幅広い年齢に発生し、希少で多 

種多様ながんが含まれています。 

  ○ 小児がん患者は、診断後長期にわたって日常生活、就学、就労に支障をき 

たすこともあるため、長期的な支援や配慮が必要です。 

○ 本県では、平成２５（2013）年に、九州大学病院が小児がん拠点病院に指 

定され、小児がん診療の一部集約化と診療体制の構築が行われてきましたが、 

集約すべきがん種と均てん化可能ながん種の整理、小児がん拠点病院を中心 

とした地域の医療機関とのネットワークの整備等が求められています。 

 ○ 国は、均てん化が可能ながん種等について、小児がん拠点病院以外の地域

の連携病院においても診療が可能な体制を構築すること、及び必要があれば、

在宅医療を実施できるような診療連携体制を構築することについて検討す

ることとしています。 

 ○ AYA 世代（Adolescent and Young Adult）に発生するがんについては、全国

的にも診療体制が定まっておらず、また、小児と成人領域の狭間にあること

から、適切な治療を受けるにあたって様々な課題が指摘されています。 

○ AYA 世代の全国における年間患者数はおよそ２万人とされていますが、治 

療期間が就学、就労、妊娠等の時期と重なることもあり、長期療養、就学、 

就労、結婚、出産など個々の患者のニーズに応じた情報提供・支援体制、診 

療体制が求められています。 

○ 高齢者のがんについては、全身の状態が不良であること、併存疾患があるこ 

と等により、標準的治療の適応とならない場合等があります。また、75 歳以 

上の高齢者が対象となる臨床研究が限られていること等から、現在、国にお 

いて、高齢のがん患者に適した治療法や診療ガイドラインを確立するための 

研究が進められています。 

 

    ＜今後の取組＞＜今後の取組＞＜今後の取組＞＜今後の取組＞    

○  小児がん拠点病院等と連携し、小児がん患者とその家族が、治療後の合併

症や二次がんなどへの対応を含めた適切な医療や生活・教育面での支援を受

けることができるよう、環境整備に努めます。 

○  小児がん患者と家族が、治療中のみならず治療後も安心して暮らせる社会

を構築するため、教育現場や職域等に対し、小児がんについての正しい情報

の普及啓発に取り組みます。 

○ AYA 世代のがんについて、国の動向を踏まえ、個々のがん患者のニーズに合

わせた情報提供、適切な医療や就学・就労支援等の提供体制の整備に取り組

みます。 
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  ○ 国が策定する「高齢者のがん診療に関するガイドライン」について、がん

医療に携わる医療機関への普及を進めます。 

  ○ 高齢のがん患者が、QOL の観点を含め治療や診療を選択することができる

よう、適切なインフォームドコンセントによる意思決定支援を推進します。 

 

＜個別目標＞＜個別目標＞＜個別目標＞＜個別目標＞    

○ 小児がんや AYA 世代のがん患者が、地域において適切に治療が受けられる

よう医療機関等と連携を進めるとともに、治療後の日常生活や就学、就労に

対する長期的な支援の実施を目指します。 

 

（７）（７）（７）（７）    病理診断病理診断病理診断病理診断    

＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞    

○ 拠点病院等においては、必要に応じて、遠隔病理診断を用いることにより、 

全ての拠点病院等で、術中迅速病理診断が可能な体制を確保することとして 

きました。また、病理診断医の養成や病理関連業務を担う医療従事者の確保 

に向けた取組みを支援してきましたが、充足している状況ではありません。 

 

＜今後の取組＞＜今後の取組＞＜今後の取組＞＜今後の取組＞    

○ 県は、引き続き、病理診断医の育成等の支援を実施します。 

 

＜個別目標＞＜個別目標＞＜個別目標＞＜個別目標＞    

○ 拠点病院等における病理診断医の数の増加を図ることにより、安全で迅速

な質の高い病理診断、細胞診断を提供するための環境整備を推進します。 

  

（８）（８）（８）（８）    がん登録がん登録がん登録がん登録    

＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞    

○ がんの罹患率・生存率の推計及びがん患者の受療状況を把握するため、平

成２３（2011）年から地域がん登録を、平成２８（2016）年から全国がん登

録を開始しています。この取組みにより、県内の医療機関から届出のあった

がん患者の診療や治療に関する情報と、人口動態統計死亡表から収集した患

者の予後情報が、データベースシステムに一元管理されることとなりました。 

○ 平成 30 年末を目途に公表予定の全国がん登録の情報によって、正確な情報

に基づくがん対策及び各地域の実情に応じた施策の実施、がんのリスクやが

ん予防等についての研究の進展、患者やその家族等に対する適切な情報提供

が期待されます。 

○ 拠点病院等においては、全国がん登録に加えて、従前より、より詳細なが

んの罹患・診療に関する情報を収集する院内がん登録が実施されており、院

内がん登録は、全国のがん患者の約 8 割をカバーしていると推計されていま

す。 
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○ 全国がん登録や院内がん登録によって得られるデータと他のデータとの連

携により、より利活用しやすい情報が得られる可能性がありますが、その連

携に当たっては個人情報の保護に配慮することが必要です。 

 

 

＜今後の取組＞＜今後の取組＞＜今後の取組＞＜今後の取組＞    

○ 全国がん登録と院内がん登録で得られた情報を利活用し、正確な情報に基

づくがん対策の立案、地域の実情に応じた施策の実施に取り組むとともに、

患者やその家族に対する適切な情報提供を行います。 

 

＜個別目標＞＜個別目標＞＜個別目標＞＜個別目標＞    

○ がん登録によって得られたがんの罹患率、生存率、がん患者の受療動向等 

を評価・分析し、その結果を県のホームページ等を通じ広く県民に情報提供 

します。 

 

３３３３    尊厳を持って安心して暮らせる社会の構築尊厳を持って安心して暮らせる社会の構築尊厳を持って安心して暮らせる社会の構築尊厳を持って安心して暮らせる社会の構築    

    （１）（１）（１）（１）    がんと診断された時からの緩和ケアがんと診断された時からの緩和ケアがんと診断された時からの緩和ケアがんと診断された時からの緩和ケア    

＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞    

○ 緩和ケアは、がんと診断された時から治療時期や療養場所を問わず、身体

的苦痛だけではなく、精神・心理的苦痛、社会的苦痛など、がん患者及びそ

の家族が抱える様々な苦痛に対して、迅速かつ適切に実施される必要があり

ます。 

○ 拠点病院等は、医師及び看護師等を構成員とする緩和ケアチームを整備し、

がん患者に対し緩和ケアを提供していますが、更なる質の向上が求められて

います。また、がんと診断された時から、治療、在宅医療など様々な段階・

場面において、切れ目なく緩和ケアが提供されることが必要です。 

○ 平成２９（2017）年４月現在、県内において、緩和ケア病棟を有している

医療機関は３３施設、６４５床と、平成２３（2011）年に比べ増加していま

す。 

○ 県では、拠点病院等と連携し、がん診療に携わる医師等を対象に緩和ケア

研修会を開催し、緩和ケアにかかる基本的な知識の普及に努めています。 

    

＜今後の取組＞＜今後の取組＞＜今後の取組＞＜今後の取組＞    

○ がんと診断された時から、治療、在宅医療等、様々な場面において、拠点

病院等と地域の医療機関が連携することにより、患者とその家族への精神心

理的苦痛に対する心のケアを含めた切れ目のない緩和ケアの提供を推進しま

す。 

○ がん診療に携わる医師を対象とした研修等の開催に加え、チーム医療の観

点から、看護師、薬剤師等の医療従事者に対し研修を実施するなど、緩和ケ
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アの基本的知識の普及に努めます。 

○ 緩和ケアの質の評価を行うことにより、拠点病院等における提供体制の更

なる質の向上に努めます。  

 

＜個別目標＞＜個別目標＞＜個別目標＞＜個別目標＞    

○ 緩和ケアについての基本的な知識を習得するための研修を修了した医師や

医療従事者の増加を目指します。 

 

 （２）（２）（２）（２）    がんに関するがんに関するがんに関するがんに関する相談支援相談支援相談支援相談支援及び及び及び及び情報提供情報提供情報提供情報提供    

＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞    

○ 相談支援センターの設置は、拠点病院の指定要件の一つであり、全ての拠

点病院で設置されています。患者やその家族からの相談に加え、地域の医療

機関等からの相談にも対応しており、相談件数は年々増加しています。一方、

相談支援を必要とするがん患者が、がん相談支援センターを十分利用するに

至っていないとの指摘があります。 

○ 相談内容としては、身体的な相談以外にも精神心理的な相談や就労に関す

る社会的な相談など、内容が広範囲に及んでおり、がん患者やその家族の要

望に適切に応えられることが求められています。 

○ 国立がん研究センターにおいて、がんに関する最新情報の提供、がん患者

及びその家族からの相談への対応にかかる基礎研修会等が実施されています。 

○ 内閣府の「がん対策に関する世論調査（平成２８（2016）年）」によると、

がんに関する情報をインターネット等で得ている者の割合は３５％を超えて

います。しかしながら、このような情報の中には科学的根拠に基づいている

とはいえない情報も含まれており、県民が正しい情報を得ることが困難な場

合があります。 

  

  ＜今後の取組＞＜今後の取組＞＜今後の取組＞＜今後の取組＞    

 ○ がん患者やその家族に対して、診断早期に相談支援センターの存在、役割

について説明する等、各関係機関等と連携し、一層の利用促進に努めます。 

 ○ がん診療連携拠点病院等と連携し、がん相談支援センターにおいて、社会

保険労務士による就労相談を行う等、患者やその家族の求める内容に対応し

た相談支援の充実に取り組みます。 

 ○ 相談支援体制の質の向上を図るため、基礎研修会の受講を促進するととも

に、拠点病院等と連携し、地域の医療機関等を対象とした研修会を開催しま

す。 

 ○ がんに関する様々な情報を収集し、科学的根拠に基づく情報を提供してい

る国等と連携し、県民に対する正しい情報の提供体制の整備に努めます。 

 ○ がんサロン等を活用し、がんを経験した者によるがん患者への支援を進め

ます。 
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＜個別目標＞＜個別目標＞＜個別目標＞＜個別目標＞    

 ○ 拠点病院等における相談支援センターの相談件数の更なる増加を目指し

ます。 

 ○ 県民が必要な時に、自分に合った正しい医療情報を入手し適切に治療や生

活等に関する選択できるよう、県のホームページ等を通じ、科学的根拠に基

づく情報の提供を進めます。 

 

 （３）（３）（３）（３）    社会連携に基づくがん対策・がん患者支援社会連携に基づくがん対策・がん患者支援社会連携に基づくがん対策・がん患者支援社会連携に基づくがん対策・がん患者支援    

    ①①①①    拠点病院等と地域との連携拠点病院等と地域との連携拠点病院等と地域との連携拠点病院等と地域との連携    

＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞    

 ○ 治療の段階から退院後の在宅療養支援まで切れ目のないがん医療を提供

するため、本県では、拠点病院等と地域の医療機関が連携し、全県下で統一

された様式、手法による５大がん（肺・胃・肝・大腸・乳）及び前立腺がん

の「地域連携クリティカルパス」の運用が行われています。 

 ○ 拠点病院等と、在宅医療を提供する医療機関、薬局、訪問看護ステーショ

ン等との連携体制が構築されています。 

    

＜今後の取組＞＜今後の取組＞＜今後の取組＞＜今後の取組＞    

 ○ 拠点病院等と連携し、がん診療を行っている医療機関における「地域連携

クリティカルパス」の活用、拡大等を推進していきます。 

 

＜個別目標＞＜個別目標＞＜個別目標＞＜個別目標＞    

 ○ 拠点病院等での「地域連携クリティカルパス」の活用件数の更なる増加を

目指します。 

 

②②②②    在宅医療在宅医療在宅医療在宅医療        

＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞    

    〇 県の保健福祉（環境）事務所に設置した「福岡県地域在宅医療支援センタ

ー」において、在宅医療に携わる機関の情報把握や情報発信を行うとともに、

在宅医療に関する相談窓口を開設し相談に対応しています。 

 ○ 患者が住み慣れた地域で生活を続けるためには、医療・介護サービスが、 

入院、退院、在宅復帰を通じて切れ目なく適切に提供される地域包括ケアシ

ステムの構築が重要であり、市町村と連携して取り組む必要があります。 

  ○ がん患者の意向を踏まえ、在宅での療養も選択できるよう、在宅医療の充

実が求められており、質の高いがん医療を提供するためには、拠点病院以外

の医療機関や在宅医療を提供する施設においても、がん医療の質の向上を図

っていく必要があります。 
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＜今後の取組＞＜今後の取組＞＜今後の取組＞＜今後の取組＞    

    ○ 「福岡県地域在宅医療支援センター」において、引き続き相談支援・情報

提供を行います。    

○ 住み慣れた地域で安心して療養できる地域包括ケアシステムを構築するた

め、市町村が取り組む在宅医療・介護連携推進を支援します。 

○ 病院・診療所などの関係機関同士の連携により、医療機関が相互に補完し

ながら、切れ目のない医療体制を確保できるよう推進します。 

○ がん患者等、医療依存度の高い在宅療養者の緩和ケアやレスパイトを目的

とした通所施設（デイホスピス）を支援します。 

○ 在宅緩和ケアに対応できる、在宅療養支援診療所・病院、薬局、訪問看護

ステーション等の医療従事者の人材育成を図ります。 

 

        ＜個別目標＞＜個別目標＞＜個別目標＞＜個別目標＞    

○ 地域の特性に応じた切れ目のない在宅医療提供体制の構築を推進します。 

 

    （４）（４）（４）（４）    がん患者等の就労を含めた社会的な問題（サバイバーシップ支援）がん患者等の就労を含めた社会的な問題（サバイバーシップ支援）がん患者等の就労を含めた社会的な問題（サバイバーシップ支援）がん患者等の就労を含めた社会的な問題（サバイバーシップ支援）    

＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞    

○ がん医療の進歩により、日本の全がんの５年相対生存率は 62.1%となって

おり、社会で活躍しているがん患者・経験者も多くなっています。このため、

がんになっても自分らしく活き活きと働き、安心して暮らせる社会の構築が

重要となっており、就労を含めた社会的な問題に対する情報提供や相談支援

の充実が必要です。 

○ 厚生労働省研究班による調査では、がんと診断され、退職した患者のうち、

診断がなされてから最初の治療が開始されるまでに退職した者が４割を超え

ていると報告されています。このため、拠点病院等のがん相談支援センター

において、社会保険労務士による就労相談を実施しています。 

 

＜今後の取組＞＜今後の取組＞＜今後の取組＞＜今後の取組＞    

○ 拠点病院で就労支援等に携わる者が患者の状況を踏まえた適切な支援に必

要な知識を身につけることができるよう、研修の実施や情報提供に努めます。 

○ 事業所に対して、柔軟な休暇制度や勤務体系等、治療と仕事の両立が可能 

な職場環境を構築できるよう、支援を行います。 

○ 職業安定所、産業保健総合支援センター等と連携し、がん患者の就労継続、

再就職等の就労支援に取り組みます。 

 

＜個別目標＞＜個別目標＞＜個別目標＞＜個別目標＞    

○ 就業規則の見直し等により、病気休暇制度を導入するなど、がん患者の病

気と仕事の両立支援に取り組む事業所の増加を目指します。 
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 （５）（５）（５）（５）    ライフステージに応じたがん対策ライフステージに応じたがん対策ライフステージに応じたがん対策ライフステージに応じたがん対策    

＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞    

（小児・AYA 世代） 

○ 小児・AYA 世代のがんは、他の世代と比べて患者数が少なく、疾患構成も

多様であり、乳幼児から思春期・若年成人世代まで、幅広いライフステージ

で発症し、治療後も長期にわたりフォローアップを要します。 

○ 年代によって、就学・就労、妊娠等の状況が異なり、個々の状況に応じた

多様なニーズが存在することから、成人のがんとは異なる対策が求められて

います。 

  ○ 小児・AYA 世代のがん患者へのサポート体制は、必ずしも十分なものでは

なく、特に、高校教育の段階においては、対策が遅れていることが指摘され

ています。このため、治療を受けながら学業を継続できるよう、入院中・療

養中の教育支援、退院後の学校・地域での受入れ体制の整備等の教育環境の

更なる整備が求められています。 

  ○ 小児・AYA 世代の緩和ケアは、家族への負担が非常に大きく、また、小児

の在宅医療に対応できる医療関係者は限られていることが指摘されていま

す。 

 

（高齢者） 

○ 高齢者は、入院をきっかけに認知症と診断される場合や、既にある認知症の

症状が悪化する場合があるため、がん医療における意思決定等について、一

定の基準が必要と考えられますが、現状そのような基準は定められていませ

ん。 

○ 高齢者ががんに罹患した際には、医療と介護との連携の下で適切ながん医

療を受けられることが重要であり、医療従事者のみならず、介護従事者につ

いても、がんに関する十分な知識が必要とされています。 

 

＜今後＜今後＜今後＜今後の取組＞の取組＞の取組＞の取組＞    

（小児・AYA 世代） 

○  小児がん拠点病院等と連携し、小児がん患者とその家族が、治療後の合併

症や二次がんなどへの対応を含めた適切な医療や生活・教育面での支援を受

けることができるよう、環境整備に努めます。 

○  小児がん患者と家族が、治療中のみならず治療後も安心して暮らせる社会

を構築するため、教育現場や職域等に対し、小児がんについての正しい情報

の普及啓発に取り組みます。 

○ AYA 世代のがんについて、国の動向を踏まえ、個々のがん患者のニーズに合

わせた情報提供、適切な医療や就学・就労等の提供体制の整備に取り組みま

す。 
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（高齢者） 

  ○ 国においては、認知症等を合併したがん患者や看取り期における高齢のが

ん患者の意思決定の支援方策を含めた「高齢者のがん診療に関するガイドラ

イン」を策定することとしており、このガイドラインの医療機関への普及を

進めます。 

  ○ 高齢のがん患者が、QOL の観点を含め治療や診療を選択することができる

よう、適切なインフォームドコンセントによる意思決定支援を推進します。 

 

＜個別目標＞＜個別目標＞＜個別目標＞＜個別目標＞    

○ 小児がんや AYA 世代のがん患者が、地域において適切に治療が受けられる

よう医療機関等と連携を進めるとともに、治療後の日常生活や就学、就労に

対する長期的な支援の実施を目指します。 

 

４４４４    これらを支える基盤の整備これらを支える基盤の整備これらを支える基盤の整備これらを支える基盤の整備    

 （１（１（１（１））））    人材育成人材育成人材育成人材育成    

    ＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞    

○ ゲノム医療等のがん医療の進歩や、希少・難治性がん、小児・AYA 世代のが

ん等の特性、ライフステージに応じた対応が求められるがん種について、専

門的な人材の育成を更に進めていくことが求められています。 

 

 ＜今後の取組＞＜今後の取組＞＜今後の取組＞＜今後の取組＞    

  ○ 県は、がん専門医療従事者を育成するため、国が実施する研修等の情報提

供を行います。 

  ○ 県内 3 大学が拠点病院等と連携して、がん診療についての教育を行う「新

ニーズに対応する九州がんプロ養成プラン」の活用等により、ゲノム医療、

放射線療法、希少がん、小児・AYA 世代や高齢者といったライフステージに

応じたがん対策に係る専門医療従事者の育成を行います。 

   

 ＜個別目標＞＜個別目標＞＜個別目標＞＜個別目標＞    

○ ゲノム医療、放射線療法、希少がん、小児・AYA 世代や高齢者といったラ

イフステージに応じたがん対策に係る専門医療従事者の増加を目指します。 

 

 （２（２（２（２））））    がん教育、がんに関する知識の普及啓発がん教育、がんに関する知識の普及啓発がん教育、がんに関する知識の普及啓発がん教育、がんに関する知識の普及啓発    

    ＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞＜現状と課題＞    

○ がんについての正しい知識とがん患者や家族などのがんと向き合う人々に 

対する正しい認識及び命の大切さに対する認識を深めるためには、外部講師 

を活用し、子ども等に、がんについての正しい知識やがん患者・経験者の思

いを伝えることが重要です。 

  ○ 県や民間団体が開催する様々なイベントの機会の活用や、「福岡県がん対
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策推進企業等連携協定」締結企業と連携した取組み等により、がんに関する

正しい知識の普及啓発を行っています。 

 

 

    ＜今後の取組＞＜今後の取組＞＜今後の取組＞＜今後の取組＞    

  ○ 教員を対象とした研修会等において、がん教育について理解を深める取組

みを行います。 

○ 中学校を中心に、子どもへのがん教育について、正しい知識や理解が深ま

るよう、教育委員会や教育関係者と連携して取り組みます。 

○ 外部講師の有効活用など、関係機関と連携し、各学校におけるがん教育を 

推進します。 

○ 引き続き、県及び民間主催のイベント等、様々な機会を通して、県民に対 

し、正しい知識の普及啓発を推進します。 

○ 「福岡県がん対策推進企業等連携協定」締結企業の拡大を図ります。 

 

    ＜個別目標＞＜個別目標＞＜個別目標＞＜個別目標＞    

○ 県民が、がん予防や早期発見の重要性を認識し、自分や身近な人ががんに 

罹患しても、そのことを正しく理解し、向き合うことができるよう、がんに 

関する知識の普及啓発を更に推進します。 
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第４章 がん対策を総合的かつ計画的に推進するために必要な事項 

 

 

１ 関係者等の連携協力の更なる強化 

 〇 県は、県民、医療機関、大学等学術研究機関、医師会、検診機関、事業者、

関係団体、市町村等幅広い主体との協働や情報共有に努め、がん対策を総合的

かつ計画的に推進していきます。 

 〇 市町村は、国の指針等に基づく方法によりがん検診を実施し、精度管理・事

業評価の推進を図るとともに、がん検診受診の促進に向けた普及啓発等により、

受診率の向上に努める必要があります。また、希望する患者が地域で療養でき

るよう、地域包括ケア体制の担い手として、関係機関との一層の連携推進が必

要です。 

 〇 県拠点病院は、がん専門医療従事者に対する研修や、地域拠点病院間の連

携・調整を図り、県全体のがん対策に係る取組みを牽引していくことが求めら

れます。 

 〇 すべての拠点病院等は、専門的ながん医療の提供等に努めながら、がん医療

に関する相談支援及び情報提供並びに地域の医療機関への支援、地域連携の推

進等に取り組むことにより、地域全体のがん医療水準の向上に努めることが求

められています。 

 〇 地域の医療機関は、自らまたは拠点病院と連携して適切な医療を提供すると

ともに、がん患者やその家族の不安や疑問に対し、適切な対応に努めることが

求められます。 

 〇 緩和ケア病棟・在宅療養支援病院・在宅療養支援診療所・訪問看護ステーシ

ョンは、他の医療機関や介護サービス事業者等との連携を図り、緩和ケア、在

宅療養の支援等に取り組むことが求められます。 

 〇 事業者・企業は、従業員ががんになっても仕事と治療を両立できる環境整備

等がん患者の雇用の継続等に配慮するように努め、国及び地方公共団体が講ず

るがん対策に協力することが求められます。 

 

２ 関係者等の意見の把握 

 〇 県は、がん対策推進協議会、がん診療連携協議会及び在宅医療推進協議会等 

の開催等をはじめ、様々な機関を捉え、県民を含む関係者の意見を広く把握す 

ることに努めます。 

  

３ がん患者を含めた県民等の努力 

 〇 県民は、喫煙、食生活、運動その他生活習慣が健康に及ぼす影響、がんの原

因となるおそれのある感染症等がん予防のための正しい知識の習得に努め、積

極的にがん検診を受診し、がんの予防や早期発見に努めることが求められます。 
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 〇 がん患者及びその家族は、医療従事者と相互に信頼関係を構築し、ともに協

力して治療を進めることが必要です。 

 

４ 目標の達成状況の把握 

  県は、計画の目標達成状況の把握や取組方法の評価を行い、がん対策の進行管

理を行います。 

 

５ 計画の見直し 

本計画は策定後、３年（平成３２(2020)）を目処に必要に応じて、現状に即し 

た形の部分的な見直しを行います。 



 - 40 - 

 

 

がん診療連携協議会の協議内容 

 ○地域におけるがん診療連携体制等がん医療に係る情報交換に関すること。 

 ○県内の院内がん登録データの分析、評価等に関すること。 

 ○県内におけるセカンドオピニオン体制に関すること。 

 ○県レベルの研修計画、診療支援医師の派遣調整に関すること。 

 ○地域連携クリティカルパスの整備に関すること。 

福岡県がん対策推進計画の推進体制

がん診療連携拠点病院
○県拠点病院（２か所）
○地域拠点病院（１３か所）

福岡県がん対策推進計画の推進体制

がががが んんんん 患患患患 者者者者 をををを 含含含含 むむむむ 県県県県 民民民民

○ 計画の進行管理
○ 拠点病院の機能強化
○ がん情報の収集提供

市 町 村

国立がん国立がん国立がん国立がん研究研究研究研究センターセンターセンターセンター
がん対策情報センター

地域の医療機関

福

岡

県

が

ん

診

療

連

携

協

議

会

協力

がんﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ養成基盤推進ﾌﾟﾗﾝ

が

ん

検

診

受

診

支援

連

携

福

岡

県

が

ん

対

策

推

進

協

議

会

専門的ながん医療の提供専門的ながん医療の提供専門的ながん医療の提供専門的ながん医療の提供

情報提供・相談支援情報提供・相談支援情報提供・相談支援情報提供・相談支援

協力
・

支援

在宅医療ネットワーク

医師会
歯科医師会
薬剤師会
看護協会
関係団体

地域連携地域連携地域連携地域連携
クリティカルパスクリティカルパスクリティカルパスクリティカルパス

連 携県
がん診療医療機関

県指定がん診療拠点病院（３か所）

福岡県がん検診評価点検事業
推進検討会

連

携

連

携

（平成２4年１０月末現在）

福岡県がん対策推進計画の推進体制

がん診療連携拠点病院
○県拠点病院（２か所）
○地域拠点病院（１３か所）

福岡県がん対策推進計画の推進体制

がががが んんんん 患患患患 者者者者 をををを 含含含含 むむむむ 県県県県 民民民民

○ 計画の進行管理
○ 拠点病院の機能強化
○ がん情報の収集提供

市 町 村

国立がん国立がん国立がん国立がん研究研究研究研究センターセンターセンターセンター
がん対策情報センター

地域の医療機関

福

岡

県

が

ん

診

療

連

携

協

議

会

協力

がんﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ養成基盤推進ﾌﾟﾗﾝ
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ん

検

診

受

診

支援

連

携

福

岡

県
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ん

対

策
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協

議

会

専門的ながん医療の提供専門的ながん医療の提供専門的ながん医療の提供専門的ながん医療の提供

情報提供・相談支援情報提供・相談支援情報提供・相談支援情報提供・相談支援
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支援

在宅医療ネットワーク

医師会
歯科医師会
薬剤師会
看護協会
関係団体

地域連携地域連携地域連携地域連携
クリティカルパスクリティカルパスクリティカルパスクリティカルパス

連 携県
がん診療医療機関

県指定がん診療拠点病院（３か所）

福岡県がん検診評価点検事業
推進検討会

連

携

連

携

（平成２4年１０月末現在）平成 25年 3月現在 
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１　がん医療

　（１）医療提供体制等の整備

 　○拠点病院等での５大がん(肺・胃・肝・大腸・乳）の地域連携クリティカルパスの利用促進
　 ○拠点病院等で５大がん以外のがん、がんに関連する地域連携クリティカルパスについての
　　　検討及び整備の推進
　 ○拠点病院等におけるセカンドオピニオンを提示できる体制整備とより一層の周知

　（２）放射線療法、化学療法、手術療法の更なる充実と医療従事者の育成

 　○すべての拠点病院における放射線治療医やがん薬物療法専門医の配置
　 ○がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン等の活用によるがん専門医療従事者の更なる
　　　養成

　（３）がんと診断された時からの緩和ケアの推進

 　○診療所の医師を含むすべてのがん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会の受講促進
   ○拠点病院等の緩和ケアチームの機能強化及び診療所と連携した在宅緩和ケアの推進

  （４）在宅医療の推進

   ○がん患者の意向を踏まえ、住み慣れた家庭や地域での療養を選択できる患者数の増加

２　がんに関する相談支援及び情報提供体制の整備

　○相談支援の質の向上を図るためのすべての拠点病院の相談支援センターにおける基礎
　　 研修会全課程修了者の配置
　○拠点病院における相談支援センターの相談件数の更なる増加

３　がんの予防の推進

　○肝炎ウイルス検査を一度も受けていない県民の受検者数の増加
　○成人喫煙率１３％（平成３４年度）
　○受動喫煙の機会の減少（行政機関０％、医療機関０％、家庭５％、飲食店１６％）
　○成人の野菜摂取量の増加（３５０ｇ以上）
　○成人の脂肪エネルギー比率の減少（２０～２５％）
　○感染に起因するがんへの対策の推進

４　がんの早期発見の推進

　○すべての市町村において精度管理・事業評価が実施されるとともに、科学的根拠に基づく
     がん検診が実施されるような検診体制の充実
　○がん検診受診率を５年以内に５０％（胃、肺、大腸は当面４０％）

５　がん登録の推進

　○院内がん登録実務者研修修了者のより一層の増加
　○地域がん登録の精度向上

６　がん研究の推進

　○療養生活の質の維持向上を実現するためのがん対策に資する研究のより一層の推進

７　働く世代のがん患者支援の充実

　○ 雇用者に対するがんの理解促進や職場でのがんの正しい知識の普及による、がん患者・経
      験者の就労の支援

８　小児がん対策の充実

　○小児がん拠点病院を中心として、小児がん患者及びその家族が安心して適切な医療と長期
　　 観察支援を受けられるような取組の推進

福岡県がん対策推進計画　目標一覧

分
野
別
施
策

個
　
別
　
目
　
標

目　標

全
体
目
標

〇がんによる死亡者の減少（７５歳未満の年齢調整死亡率の２０％以上減少）

〇すべてのがん患者及びその家族の苦痛の軽減並びに療養生活の質の維持向上

〇がんになっても安心して暮らせる社会の構築

 

 


